
１－１ 型 名 ： ＷＨ－ＭＩ２－Ｓ

１－２ 品 名 ： ２ＭＩＭＯ対応小型アンテナ

１－３ ア ン テ ナ 形 式 ： λ／２短縮型ホイップアンテナ

１－４ 用 途 ： 屋外及び屋内用

１－５ 防 水 防 塵 性 ： ＩＰ６６

１－６ 環 境 負 荷 物 質 ： ＲｏＨＳ指令対応品

１－７ 質 量 ： 約１１６．７ g　

　　　以下、２つのアンテナは同一の仕様となります。

２－１ 使 用 周 波 数 ： 　８１４ ＭＨｚ ～　９６０ ＭＨｚ
１４２７ ＭＨｚ ～２１７０ ＭＨｚ

２－２ 入力インピーダンス ： 公称５０ Ω

２－３ Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ ： 自由空間時、同軸ケーブル＋ＳＭＡ－Ｐ型接栓端にて
使用周波数帯域内 ３．０以下

２－４ 絶 対 利 得 ： 自由空間時、同軸ケーブル＋ＳＭＡ－Ｐ型接栓にて
   ８００／９００ ＭＨｚ帯 －６．０ ｄＢｉ以下
          １４００ＭＨｚ帯 －２．５ ｄＢｉ以下
１８００／２０００ＭＨｚ帯 －２．０ ｄＢｉ以下

２－５ ケ ー ブ ル 損 失 ： 同軸ケーブル
参考値　　９００ ＭＨｚ　 約２．５ ｄＢ／３．０ ｍ
参考値　１５００ ＭＨｚ　 約３．５ ｄＢ／３．０ ｍ
参考値　１８００ ＭＨｚ　 約４．０ ｄＢ／３．０ ｍ

２－６ 偏 波 面 ： 垂直偏波

２－７ 指 向 性 ： 水平面公称無指向性

２－８ 耐 電 力 ： ２ W以下

　　　　Ｎ　Ｉ　Ｐ　Ｐ　Ｏ　Ｎ　　Ａ　Ｎ　Ｔ　Ｅ　Ｎ　Ｎ　Ａ

仕　　　様　　　書

１．製品概要

２．電気的特性　

ＭＳ－Ｗ００２－Ｍ００　　１／２
担当照査承認



３－１ ｺﾈｸﾀ-ｹｰﾌﾞﾙ引張強度 ： コネクタとケーブルを４９Ｎの荷重で引張り、破断の無いこと。

３－２ ｱﾝﾃﾅ本体-ｹｰﾌﾞﾙ引張強度 ： アンテナ本体とケーブルを４９Ｎの荷重で引張り、破断の無いこと。

４－１ 振 動 耐 久 ： 下記条件にて試験を実施し、２－３項を満足すること。

４－２ 使 用 温 度 範 囲 ： －３０℃  ～  ＋８０ ℃

４－３ 保 存 温 度 範 囲 ： －３０℃  ～  ＋８０ ℃

４－４ 温 度 サ イ ク ル ： 下記条件を１サイクルとし５サイクル実施後、常温に４時間放置
し、２－３項を
満足すること。試料は外部応力を加えず、平板上
へ放置するものとする。

４－５ 耐 高 温 度 ： 温度＋８０℃の環境下において７２時間放置し、２－３項を満足すること。

４－６ 耐 低 温 度 ： 温度－３０℃の環境下において７２時間放置し、２－３項を満足すること。

４－７ 耐 湿 度 ： 温度＋４０℃・湿度９５％の環境下に９６時間放置し、２－３項を満足すること。
但しコネクタ部を除く。

４－８ 塩 水 噴 霧 ： 下記条件にて試験を実施し、２－３項を満足すること。
但しコネクタ部を除く。

４－９ 防 水 ： ＩＰＸ６

４－１０ 防 塵 ： ＩＰ６Ｘ

３．機械的特性

4．耐環境

加振加速度 ４．４Ｇ
加振方向 上下 左右 前後

共振振動数 １．０Ｈｒ ０．５Ｈｒ ０．５Ｈｒ
３３．３Ｈｚ ３．０Ｈｒ １．５Ｈｒ １．５Ｈｒ

加振加速度 アンテナ本体貼付け時　４．４Ｇ
全振幅 最大１０ｍｍ

振動数範囲 １１．７～１００Ｈｚ
掃引サイクル １５分／往復

加振方向 上下
試験時間 ２８サイクル（７時間）

ＳＴＥＰ 温度 時間 備考
1 常温 -
2 ↓ １．５Ｈ 温度切換
3 －３０℃ ３Ｈ
4 ↓ ３Ｈ 温度切換
5 ＋８０℃ ３Ｈ
6 ↓ １．５Ｈ 温度切換
7 常温 -

槽内温度 ３５±２（℃）

ＭＳ－Ｗ００２－Ｍ００　　２／２

　　　　Ｎ　Ｉ　Ｐ　Ｐ　Ｏ　Ｎ　　Ａ　Ｎ　Ｔ　Ｅ　Ｎ　Ｎ　Ａ

塩水 ５±１％（質量）塩水

噴霧量
８０ｃ㎡の水平採取面積に対して０．５
～３．０mℓ/Hrの溶液が採取されるこ

と。

噴霧時間
噴霧８Hr　休止１６Hrを１サイクルとし

て４サイクル実施










